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泌尿器科領域におけるT-3262の 臨床的検討
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新 しい合成抗菌剤であるT-3262を 尿路感染症に使用 し,そ の有効性 と安全性を検討した。

急性単純性膀胱炎8例,複 雑性尿路感染症18例 を東京大学泌尿器科およびその関連病院で,T-

3262を 用 いて治療 した。

急性単純性膀胱炎1例 と複雑性尿路感染症11例 はUTI薬 効評価基準第3版 によって評価 した。

急性単純性膀胱炎1例 は著効であり,複 雑性尿路感染症11例 では著効8例,有 効2例,無 効1

例 であった。膿尿は消失8例,改 善2例,不 変1例 であった。細菌尿は陰性化10例,不 変1例 で

あった。

主治医判定によると急性単純性膀胱炎8例 のうち著効3例,有 効4例 が有効以上の評価をうけ,

有効率87.5%で あった。また複雑性尿路感染症18例 では著効12例,有 効2例 で,そ の有効率

は77.8%で あった。

副作用は1例 に,下 腹部痛,頭 痛,左 眼球 ・瞼の発赤を認めたが,無 処置にて改善 した。

このようにT.3262は 尿路感染症の治療に安全で有効な薬剤であると思われた。

Keywords:T-3262,ピ リドンカルボン酸系抗菌剤,急 性単純性膀胱炎,複 雑性尿路感染症

T-3262は 富 山化 学 工 業 株 式 会 社 綜 合研 究 所 で 開 発 さ

れ た新 しい ピ リ ドソ カル ボ ン酸系 抗 菌 剤 で,そ の化 学 構

造 は1,8-ナ フ チ リジ ン環 の1,7位 に そ れ ぞれ2,4-ジ フ

ル オ ロフ ェ ー ル基 お よび3一 ア ミ ノピ ロ リジ ニ ル 基 を 有

す る(Fig1)。

本 剤 は 殺 菌 的 に 作 用 し,グ ラ ム陰性,陽 性 菌 お よび 嫌

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

気 性菌 に 対 し,強 い抗 菌 活 性 と広 範 囲 な抗 菌 スペ ク トラ

ムを 有す る。 特 にStaphylococcus aureus, Strepto-

coccus sp., Enterococcus sp.,ブ ドウ糖 非 発酵 グラム陰

性桿 菌 に 対 して,従 来 の ピ リ ドソ カル ボ ソ酸 系抗菌剤 よ

り強 い抗 菌 力 を 示 す1)。

本剤 は 経 口投 与 に よ り,血 中 濃 度 は 用量 依 存的 に上昇

す るが,空 腹 時 よ り食 後 の血 中 濃 度 が 高 い。 血 中半減期

は 約4.6時 間,尿 中 排 泄 率 は12時 間 で42-8%で ある1)。

この た び,わ れ わ れ は 本 剤 を 尿 路 感 染症 に投与 し,そ

の 臨 床 効 果 を検 討 した の で報 告 す る。

I.対 象 と 方 法

昭和61年12月 か ら62年4月 ま で に 東 京 大学 附属病

院 泌 尿器 科 お よ びそ の関 連 病 院 を 受診 した 外 来患 者を対

象 と した。 総 投 与 例 は26例 で,そ の 内訳 は 急性 単純 性

*〒113東 京都文京区本郷7-3-1
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膀胱炎8例,慢 性複雑性膀胱炎12例,慢 性複雑性腎孟

腎炎6例 であった。

投与法は,急 性単純性膀胱炎では1回75mgを2回

投与 し,1日 量150mg投 与 した症例が多い。複雑性尿

路感染症 では1回150mgを3回 投与 し,1日 量450

mg投 与 した症例が多かった。

効果判定はUTI研 究会のUTI薬 効評価基準(第3

版)2)に 準 じて行い,主 治医判定も行った。

副作用に関 しては,26例 に つ いて投与開始から終了

までの自他覚的副作用の有無を観察 し,血 液検査の可能

であった症例については血液一般,肝 機能,腎 機能につ

いて検討 した。

II.成 績

急性単純性膀胱炎の臨床成績をTable1に 示 した。8

例中UTI薬 効評価基準に合致 したのは1例 のみであっ

た。 この1例 は症状,膿 尿は消失し,細 菌尿も陰性化 し

著効であった。UTI薬 効評価基準に合致 しなかった7例

の細菌学的効果はTable2に 示す ようにEscherichia

`oli5株,Pseudomonas acidovorans2株 を中心に13

株認められたが,Klebsiellapneumoniae1株 を除 く12

株が除菌された。8例 の主治医判定では,著 効3例,有

効4例,や や有効1例 で,有 効率は87.5%で あ った。

症状は全例で消失,膿 尿は1例 に存続,細 菌尿は1例 に

存続 した。

慢性複雑性尿路感染症(膀 胱炎12例,腎 孟腎炎6例)

の臨床成績をTable3に 示 した。基礎疾患 として は前

立腺肥大症6例,腎 結石4例,神 経因性膀胱4例 などが

主なものであった。

UTI薬 効評価基準の分類に従い,慢 性複雑性尿路感

染症11例 を病態疾患群別に分け,臨 床効果をまとめた

ものがTable4で あ る。単独感染例のみであ り,そ の

内訳は,上 部尿路感染群(第3群)3例,下 部尿路感染

群(第4群)8例 であった。 また,こ れ らの効果判定

は,著 効8例,有 効2例,無 効1例 で有効率はgo9%

であ った。

慢性複雑性尿路感染症11例 のT-3262の 膿尿と細菌.

尿の効果についてまとめたのがTable5で ある。膿尿が

正常化 したのが8例(72.7%),減 少 したのが2例(1&2

%),不 変が1例(94%)で,細 菌尿については陰性化

したもの10例(go9%),不 変 が1例(94%)で あり
,

いずれも優れた成績であった。

UTI基 準で評価し得た11例 の細菌学的効果 をみる

と,E. coli 3株,3taphylococcus sp-2株 を中心に,

起炎菌 として11株 が認められたが,K. pmumoniae 1

株 を除 く10株 は除菌された。 この菌のMIC値 は投与

前は0.78μg/mlで あ ったが,投 与後は3.13と やや上

昇 していた(Table6)。

UTI薬 効評価基準に合致しなかった7例 の細菌学的

効果はTable7に 示すようにE.coli3株,Pseudomo-

nas aeruginosa 2株 を中心に7株 が認め られたが,

Proteus vulgaris 1株 とP. aeruginosa 2株 を除く4

株が除菌された。

UTI薬 効評価基準に合致 しなかった7例 を含む慢性

複雑性尿路感染症18例 の主治医判定では,著 効12例,

有効2例,や や有効2例,無 効2例 であ り,そ の有効率

は77.8%で あ った。膿尿の消失は11例 に認められ,

消失率は614%で あ った。細菌尿の陰性化は14例 に

認められ,陰 性化率は77.8%で あった。

副作用は26例 について検討 した。複雑性膀胱炎の1

例 において投与後2日 目に,下 腹部痛,頭 痛,左 眼球・

瞼の発赤が認められた。本剤投与を中止 し,無 処置にて

経過をみたが,中 止後2日 目には症状は消失した。本剤

Table 2. Bacteriological response to T-3262 in uncomplicated UTI

(Excluded cases for criteria by the Committee of UTI)

* regardless of bacterial count
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Table 4. Overall clinical efficacy of  T-3262 classified by the type of infection

Table 5. Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UT I
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Table 6. Bacteriological response to T-3262 in complicated UTI
―5 days treatment―

* regardless of bacterial count

Table 7. Bacteriological response to T-3262 in complicated UTI

(Excluded cases for criteria by the committee of UTI

regardless of bacterial count

なかった。

111.考 案

急性単純性膀胱炎は1例 のみがUTI薬 効評価基準に

合致 した。この1例 は著効であった。残 り7例 は主治医

判定によった。主治医判定でも膿尿が消失しなかった1

例 は,や や有効との評価をうけ有効率は87。5%で あ っ

た。起炎菌はEcoliが 主であ り,T-3262は 強い抗菌

力を示すので,当 然の成績 と思われた。実際に測定した

MIC値 も0.0125μg/ml～0.05μg/mlで あ った。75

mgを1日2回 投与した症例が5例 あ り,K. Pneumo-

niae1株 が存続 したが優れた除菌率を示 した。150mg

を1日3回 投与 した症例が3例 含まれていた。本剤の抗

菌力,血 中半減期,尿 中排泄率1)を 考えると過量投与で

あった と思われ,急 性単純性膀胱炎に対 しては1回75

mgを1日2回 投与で充分効果を示 した。

基礎疾患を有する複雑性尿路感染症の場合,基 礎疾患

の予後がその経過を大きく左右するが,本剤1回150mg

1日2～3回 投与により,複 雑性尿路感染症でも,UTI

薬 効評価基準に合致する11例 ではgo9%の 有効率が

得られた。第3群 と第4群 のみに しか投与されていない

が,膿 尿の正常化率が72.7%,細 菌尿の陰性化率が90.9

%と 大変優れていた。UTI薬 効評価基準に合致しなか

った7例 を含めた18例 においても4株(22.2%)が 存

続 したのみであり,優 れた除菌効果を示 した。

河田の新薬シンポジウムの報告では,UTI薬 効評価

基準に合致した複雑性尿路感染症の有効率は75.1%で

あ り,優 れた成績であった1)。われわれの成績が若干優

れているのは,カ テーテル留置症例が含まれていなかっ

たためと思われた。

本剤 は メチ シ リン耐性Staphylococcus aureus

(MRSA)やP. aeruginosaに も強 い抗菌力を示すこ

と1)か ら,泌 尿器科領域においても,創 部感染などに認

められは じめたMRSAに 対する薬剤としても有用であ

ると思われる。

自他覚的副作用としては,複 雑性尿路感染症の76歳

の女性に,投 与後2日 目に下腹部痛,頭 痛,左 眼球・瞼

の発赤を認めた。無処置にて2日 後には症状は消失し

た。新薬シンポジウムの副作用でも2.9%に 消化器 ア

レルギー,神 経症状が発現してお り,特 に投与後2～3

日目に頻度が高いことからも,充 分な注意が必要と思わ

れる。血液検査,血 液生化学検査を行いえた17例 にお

いては,検 査値異常は1例 にも認めなかったが全国集計
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投与前後で血液検査,血 液生化学検査を行いえた17例

においては,本 剤によると考えられる異常値は認められ

ではGPTの 上昇が1.4%に 認められてお り,肝 胆道

系の異常には留意して用いるべきと思われた。
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T-3262, a new synthetic antibacterial agent, was used in the treatment of urological infections, and
its therapeutic efficacy and safety were evaluated.

Eight patients with acute uncomplicated cystitis and 18 with complicated urinary tract infections
(UTI) were treated with T-3262 at the Department of Urology, Faculty of Medicine, Tokyo University
and affiliated hospitals.

The clinical effect in 1 patient with acute uncomplicated cystitis and 11 with complicated UTI
were assessed according to the 3 rd edition of the Japanes Criteria for Clinical Evaluation of Antimi-
crobial Agents in Urinary Tract Infections.

Clinical efficacy in the patient with acute uncomplicated cystitis was assessed as excellent . Overall
clinical efficacy in the 11 patients with complicated UTI was excellent in 8 and moderate in 2 , an
efficacy rate of 90.9%.

Pyuria was cleared in 8 patients, decreased in 2 and was unchanged in 1.
Bacteriuria was eliminated in 10 patients and unchanged in 1.
According to the doctor's evaluation, T-3262 was effective in 7 of 8 cases with acute uncomplicated

cystitis and in 14 of 18 cases with complicated UTI , the efficacy rate being 87.5% and 77.8%,
respectively.

Adverse effects during therapy were observed in one patint with transient headache
, lower abdo.

minal pain and conjunctival redness.
From our results T-3262 appears to be a safe and effective drug for the treatmenfrof UTI .


